
































































書 名 巻数・作者 発行 備 考
小学館版 日本の歴史 11 佐藤和彦 1974
三省堂版 日本民衆の歴史 ２ 佐藤和彦 1975 永和一揆
東大出版 一揆 ２ 佐々木久彦 1981
集英社版 日本の歴史 ９ 今谷明 1992 ８ 伊藤喜良も永和一揆




























































































































































































































































































































































































（合点）行賀 興雅 亮忠（合点）快俊（合点）朝源 禅聖































































貞次（花押） 延永（花押） 延真（花押） 助真（花押）







弘雅退座 寛覚他住 成聖他住 親運 禅聖 道憲他住



















弘雅退座 寛覚不 成聖遠行 親運 道憲他住 賢耀


















弘雅他住 寛覚他住 成聖遠行 親運他住 道憲他住 賢耀他












賢宝 常全他住 性誉免 頼暁 教祐他住 宏寿
教遍 融然他住 隆禅 頼遍 宗仲 俊宗 宗海
救運 堅済 頼寿 教遍
一 明済申、矢野公文職所務得分令少［ ］披露之処、
又以公文文雑免方［ ］一石可賜之由衆義也、
一 斗増事、自去年散用、可直一升［ ］
十月二日
学頭 観智院大僧都（賢宝） 以上両人
其後久不申承候、背本意候、抑東寺領矢野例名代官、
就講座喧嘩事、歎申旨候哉、理運無子細事也、一余早
速預御沙汰候者、恐悦候、巨細雖不存知事候、寺家異
于他、申通子細候間、乍憚如此令啓候、寺家百姓既被
刃傷由、承候間、不便次第候哉、能々可被尋聞候哉、
恐々謹言、
十月二日 前和泉守佐久 判
謹上 宇野殿
○この史料翻刻は基本的に『相生市史』２・７・８に拠る
播磨国矢野荘「十三日講事件」再論
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